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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞分裂制御タンパク質42（CDC42）は、小型のRho GTPaseであり、下流のエフェクタータンパク質との相互作用を通じて、F-アクチンを含む構造の形成を制御します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CDC42エフェクタータンパク質のBorg（Rho GTPaseの結合因子）ファミリーのメンバーです。Borgファミリータンパク質はCRIB（Cdc42/Rac相互作用結合）ドメインを含み、CDC42に結合してその機能を負に制御します。コードされているタンパク質は、CDC42の結合とは独立して、c-Jun N末端キナーゼ（JNK）を阻害する可能性があります。このタンパク質は、線維芽細胞におけるセプチンの組織化と偽足形成の誘導にも関与している可能性があります[RefSeq提供、2013年7月]。ドメイン：CRIBドメインはCDC42との相互作用を媒介します。機能：おそらくアクチン細胞骨格の組織化に関与しています。 CDC42の下流に作用し、アクチンフィラメントの集合を誘導して細胞形態変化を引き起こす可能性がある。線維芽細胞において仮足形成を誘導する。CDC42の結合とは独立してMAPK8を阻害する。セプチンの組織化を制御し、この効果はCDC42によって負に制御される。,類似性：BORG/CEPファミリーに属する。,類似性：1つのCRIBドメインを含む。,サブユニット：GTP依存的にCDC42およびSEPT7と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	BORG3抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cdc42EP5ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

